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鱗 屑構造のデータ処理 デー タの リン ク処 理 可能 な プ ロ グ ラムll
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Oあ るシステムを開発運用する費用が それによ り節減され る資源の コス トを

現時点 では上廻る もので あっても,将 来 は.必 ず逆転する時が くると考え,

その時 は直 ちに実行 に移せ るよ うに研究 を進めておく必要がある。
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9.そ の 他 の シ'ス テ ム(L気 象 衛1・漬f:処 理 シ ス テ ム〕(2・ 気 ㊧ 】儂 測 シ ス テ ム)
＼

① オ ン ライ ン ・リア ル タ イム処 理 用OS
"
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ロ

制 御 プ ロ グ ラ ム
② 大量データ/225M、 じ)を 短時間(⑳ 分)処 理するプ ・セス ・コン ト。 一ル機

、

能

グ ①ス クジュールによるファクシ ミリ画像信.号の送 信 ① 分類.荊 聴 ト・よび伝信蘭∫旨の整備

1 ラ 通 信 制 御 プ ロ グ ラ ム
10分 間1.7GHz,225M.{1.の デー タ通 信 処毘 他 コン ビ訊一 夕・シス テ ム との

ミ
` 2,・蜘BPSオ ン ラ イ ン伝送 処 理

iソ ①PL/1の 付加
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「"～ _'
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統 計 情 報 検 索 プ ロ グ ラ ム

科 学 技 術 情 報 検 索 プ ログ ラム

情 報 検 索 用 会 話 型 言 語

そ の 他
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..{

①画像デー タのデ ィス プレイ表示 と㊦一、'プ・ッ川こよる作画

② 気象解析結果 の ライ トペ・等 によるデ・fスル イ・・ンピ・・一 への適 切

③ 入力時の画像デー タの画像モニター

、 一}

①大量デー タと高速 アクセスへ の対処,保 存用デー タ・ファイルの作成

宇宙環境 衛星状態 気象状況等の把握のための各種物理量の検索

・(

、

① ペーシ。ク'ブ ・グラムの改良、∫熔 線中に数値 を入れるブ・グラムの改良
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⑯
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ソ フ ト ウ ェ ア 技 術 ～__
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(:S.気 象 資 料 自動 編 集 中 継 シ ス テ ム)(・`・ エ ネ ・し ギ ー 需 給 恒Wliシ ス テ ム)(・ ・ 又 聞

制 御 プ ロ グ ラ ム

① オ ン ラ イン ・リア ル ・タイ ム ・シ ス テ ム用の マ 厚しチ ・プ ロセ ッサ 制 御 プ ロ グ ラム

(パ ッチ 併行 処理 も可 能 な)

` ①準備作業/プ τコグラム完成後実行 ±で)が 最近かえ って繁雑になっている∨

OSの 発達によ「て オペ レー タの負担が軽減された結果 それがOSに 吸収され ま

いで,準 備作業 として(シ ス テム設計,プ コグラミン グ上の内容に も間係のたいこ

とが)発 生 した もので ある。 これ らはOSに 吸収する ことが望ま しい、

、

通 信 制 御 プ ロ グ ラ ム

① 自動 検針 シ ス テム … ・… ・・電 力,ガ ス,火 道 の ユー チ,イ リテ ィ乙 共 同 に よ るξi動検針
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。
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①大型マ トリ・クスの逆行qは よび固有{陸 高速つ・塙 蛭 で求 ξることう:でき㍉1

一ナン

②非線形最適化問題を解 くルーチン

数 式 表 現 '

① 高性能の リス ト処理言語プ ロセ シサー

統 計 処 理

① 大 舐 時 系列 デ ー タの フー リエ解 析,ス ペ ク トル 解 析 ル ーーチ ン

経

営
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|
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簡 易 パ タ・一ン 処 理 プ ログ ラム

そ の

① 通 信 シ ス テ ム用 シ ミュ レー ショ ン ・プ ・ グ ラム

他

汎 用 デ ー タ ・ マ ネ ジ メ ン ト

フ ロ グ フ ム

統 計 情 報 検 索 プ ロ グ ラ ム

科学技 術情 報検索プログラム

情 報 検 索 用 会 話 型 言 語

そ の 他

① ファ イル構 造 の 変 更,追 加 等 が 容 易 なデ ー タ ・ベ ース ・マ ネ ジ メン ト

(オ ン ライン ・ラン ニン グを 中断 し ない)

① 有限 要素法 を中心とする聞 ε車桁フニグラム芦系 {

① 反 応 シ ミュ レー シ ∋ン用 プ ロ グ ラム缶 系

}

① 。ルナ ヴ 。グ,,.グ 。で も指定 し。,,,.グ で.ラ ウ.資 上。.,ス ブレ≒

が行なわれる機能を持たゼる(ア ニ ざ一シ ≡,ン用 、

① 高速度の物性データ ・ジェネレー タ

⊃一粒的 ニネルギー資源,'

土竜 泣通,技 術 蹄 検

索 シ'ステム

'
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丁 一'各 部門にま たが る シ・テムシ'.く 号 ム 名

ソ フ ト ウ ェ ア 技 術 一__
__.一._一 』 一

1.流 通 情 報 シ ス テ ム

}.

①HOS1白 ○ バ ン キン グ・シ ステ ム と して の 汎 用OS(パ ッチ ・オ ン ラ イン,TSS)1③ で スフ ァ イ'レ～:・`・ン ラ ィン ・パ ッチ 間`リ ブ γf・ しの シュ ア リン クIW・1'Pl-間 通L職 能

プ|

1口

制 御 プ ロ グ ラ ム
櫟1η さ,hる と同 蹴 マス ト ラ・,ッ ク に 処 す る た め の処 理 有E力 鳳 び レ ス ボll'(ぷ 寸時 並行 処理 機能 』1〔 っイ ン タラタ シ

・ハン処 理 で、 か っ,・ ラ・一パ ー ・ヘ ノ ドニ ジ な.、 フ=プ ラムつ 三 吉
ン ス ㌧タ イムの 向 上ll

② 分 散 コン ビュー ぐ ・ネ ッ トワー ク1⑤ 鋪 括`1,交 換ll`㌧ リモ ー ト、 パ ッチx望 を 照(実 現 で 主5機 能1

1
{
/

←

ク

|r

ト

| ll①回線端末
の多様化 と音声処理への 羊拠1① ネットワ一 夕 ・デ ザインの最適化1べ 多回線に効率的な一ン ドリング駆 龍 三たフコ ゲラム.⊃袈竜ノ

ラ

ミ

ト
〉

ト

通 信 制 御 プ ロ グ ラ ム

|

② 公衆回線の利用 と音声 モード デー タ ・モ… ドの混在 接続時間の短簡㍍ 伝i塗品1③`'.、T、1の 利用1
質の棚[画 株 〔残 蹴 と人η朔 ⇔ 翻.謝 靴,1票 靴i

③輔 醐 の綱 と融 伝送(・ ンピ_一 ネ。・・一・、 已 醐 ダ・・リ・・と加 テ・・縦1
'1

1`ン

グ 言 語 プ ロ グ ラ ム 11
1■

…

■ ll

シ

1
①主にアセンブラー,そ の他会i納 言誤 殺 検索言か,音 情 語が要請さ頑 ⊃|1

ス
ユ ー テ ィ リ テ ィ ・ プ ロ グ ラ ム

ll
②出力パ ターンの図表fヒを容易にするプログラム1,

1
テ !1

一

i

ム ①・ン・・一・・‥ 一 ク鹸 繍{{ }
1

そ の 他 lll
ll
ll

一一・-1

巴
子

、

数 値 計 算

|
|

1

1

|

1'

1
[

1

1
1

|
l

l1技 | i

術 1 。齢 の・遮 家庭酬L支 払力聴1ヒll
1

1基
数 式 表 現

1 ㌔ 。ネ..。_の随 。ll
ラ ,本

1 1!

イ
計

①各種統計 方式に対 処 し.うる作表機能を もつプ・ ゲラムt
li

算
統 計 処 理

1
'

1

・

フ
ll

lll

ラ
1、①利用者側が求める流通経路 の シミ

ュレー シ・ンヤ,経 営 分析や予 測に関す るシミ1
'

[

.

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ユ レー シ ョン を リア ル ・タ イム で行 な え る ライ ブ ラ リー1

1

10流通経路にぶけ る場所別宅£庫量把握と1艦

1
リ 経 1

O輸 送能力,工 場生 産能力.資 源産出能 力等の パラン シン ダによる産業社会活1

|
1①主要産地の作付か ら出荷までのス ケジュー リング管理機能
1

動の調整システムの開発1

■ 営
ス ケ ジ ュ ー リ ン グ |

|

「

ただ し,こ れ は,環 境情報 システムの制約条件下で働 くことに左る|

1
〆 1

ノレ 。

l

l

〉
。ネ。ト。一ク.デ ザィ。の最適fヒ[|

|``..

ー.

-.

科 数 理 計 画
1

|
1
|

階 層砿 がり・醐 性向の難1τ 対応する販類 灘 理 販売酬L資 鍋

1画

1
F

已 学
統 計 予 測

①流通蹴 るファ"一 の棚 および組合せに対処し 統計予測を一括麺 でき1

るライブ ラリーのパ ッケー ジ化1

O収 益管理,手 数罷の決定l

I
O銀 行の人員配置と省力,省 脳 ∫ヒ1

1ン

1 」_.

|
/ 。個人鯛 と不間 理:'△^

47



おい

よ

1び1
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'商

Li

題

i向

iブ

iロ

グ

∴

`フ

.ム

1

ず

エ

ン

ジ

ニ

ア

リ

ン

グ

図

形

パ
タ
ー

ン
処

理

'機
械 ● 電 .気

デ

ー

タ

・

ベ

ー

ス

●

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

土 木 建 築

化 学

物 理 ・ 原 子 力

理

サ

処

'"'

ス

セ

クツ

ロ

ィ

ブ

フ

語

うグ

言

簡 易 パ タ・一ン処 理 プ ログ ラム

そ の 他

汎 用 デ ー タ ・ マ ネ ジ メ ン ト

プ ロ グ ラ ム

統 計 情 報 検 索 プ ロ グ ラ ム

科 学 技 術 情 報 検 索 プ ログ ラム

情 報 検 索 用 会 話 型 言 語

そ の 他

}

■

一

一

1

一

一

]

|

1
ー

ー

1
O本 人織別法の開発

①臨 械 店 銀行の相互 ・リ。・の醗1③ ・・・… 一 ・の ・・ア ウ・の標靴 と多日的1ヒ

②家言+既 ・・鯉 ・・めた ・一 ・… ・… 新1① ネットワー ク'デ ザイン

1

|

1

1

1

① 大量 。.。 と高速アク・・一・対処(灘 ・ ・,… 鋤 ・自動支払)1④ ・醐 ・と・・・・ … テ・ ・
1

②階層 ファイル

1、
③漢字●よび音声情報への対処

1

1

1

1

・1

'
①小売店」顧客の資産 家計管理 消費情報の検索1

② 醐 情報が リ・クされてい ・デー ・ ・ベ ース ・基づ・・統治 索を醐 理で きl

lる プ
ログ ラ ム

|
I

l

|

|
1

1
|
1.

l
I

i

l

l

①個人信用情報の蓄積 と検索l
l

②利用者単位の機 密保持 にか なった検 索コマン ドに対応す るプログラム1
|

1

|
|

1
1

|① 品 目
のコー ド体系に関するソフ トウェア技術(

I

l

i

1
1

l
I
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1　 一__一 ン ス 干 ノ・ 名

ソ フ ト ウ ェ プ技 術'　 ～_ 2.行 政 情 瑞 シ ス テ ム
____.～._

① ぼ 。。 ラィ。.パ 。拠 肋1井 徹 理 と1臓 多様。淋 ・ ・る・・…;が 一・禦 デーパ ー・梧,酬 … つ きパ 肋 間 ・・触 出 … で1
∨

フ

ロ

制 御 プ ロ グ ラ ム
デ ー・… ザ ・… で き… 諏1さ ・輪 欄 … 詞 ・ ・と・靴 ・酬 で ・・保湿 ・・テ・秘 要}

ll
.

1
LL-一.

グ$

1

① 多数の回線 を効率よ く制御す るプnグ ラム1

祈

1
フー}

1.

通 信 制 御 プ ロ グ ラ ム ②搬鯛 佑1脚。。テ。の醗1;
ミ 1

ン.`L
.
.

①情報処理部門以外の人でも簡単に使用でさる自然語に近い汎用統計言語の開発
1

1

1グ 言 語 プ ロ グ ラ ム l

l
■ lI

l'

}シ ①,。 、T,、,,、 。,、。、プ。グ・・を・・一チ.一 ・鷹 摸する解 的 ・・.・ ・;・
.

ス ユ ー テ ィllテ ィ ・ プ ロ グ ラ ム
1}

‥シ・ン'カグラムll

テ ⑳陸処醍可能とするものll
11

ム

そ の 他
l
ll
ll
ll

ll

科
学

数 値 計 算

ll
ll
ll

|1'
``

|

.

技
術

一.一「
ll

ラ
基
本

数 式 表 現
[

Il
l

ll
`|

イ
計
算

①効率的データ・チェック・プログラム・パッケージll

統 計 処 理
Il

②会話型の統計集計プ・グラム1
・

フ ,l
ll
'

ラ ①デー・ ・ベースと直接・・クでき結 果を醸 等・変換す・機能をもつ・・グ・,③ 眺 事故等醗 糊 創 る要員お・ぴ瓢 ・面 諭r砺 藪 ・ミ^ルづ1-一 　 '〔
|
.
)
,

ー

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ム.パ 。ケ_ジ1。 ン プ ・グラムの開発(惰 鱒 勝手舶lll

経 ⑳ 支・デ・(財政・パ 回帰・デ∋1}
1-一 一 一'一 一 一 『一 』 一}|

|

■ 営
ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 噛

〔l
ll
Il
ll
ll

ノレ

一.
①数理計画友 待行列理論 順序づけ(諸施設配置)「1

1

科 数 理 計 画
ll

ll

ll
l

チ 声

{

①確率遷移モデル(人 口自然増減 人 口移動予測)1③ 犯罪結託 交通事故統計 その他統計処理 要因分杭 事件,事 故の予測 治安1・
1

1ン

子
統 計 予 測 ②確率分析モデル(住 宅需要予測 地価予測)1指 標等の処理プログラムの開発(書 察事務手続)ll 、

`1
1 1 ,1

一 一'『一'49 '
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デ字量漢文①②
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築
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⑳

5.2ソ フ トウ エアの流通 に関 す る調査 票

]lpoε £

調 査 時 点1973年8月1日

た だ し,質 問 に て 特 に 指 定 の あ る場 合 は除 き ま す。

(注 〕元＼線 枠 内 の み こ,記入Lて ドさい 、,

巨],

サ ン プル漸

口]コ'徳 川

一

資本金

二⊇{]

財団法 人

粟餅

〔]
1地 域

・1[コ

部'村

・・口1・ □

日本情報処理開発センター

■

●

ド記 の 事 項 をC留 意 の ヒご証 人 ドさ いt

〒]り5(1掠 邦:港 収lf -」・>Nd3)'H5而Sり

罫リ1日

tll嵐

機 械h、 旧lc{1、}

・ミ姑 報 処 川 州1発 →こ

'1'川1111:II,!,r↓131

'

la'1

1
・t.総 務

1曹filL`,1ttf、;Ψ

:トltllit:西,51川

..1



1外 部 委託 に つい て

問1.年 間のコンビ=一 夕部門の費用(概 算)に ついてご記入下さい◆但 し期間は原則 として,

19T2年4月 ～19T3年3月 を基準とし,多 少の期間のズレは,さ しっかえあ りません。

金 額 単位:万 円

U}電 子 計 算 機 費 用(注1)
12 .び`1

!I

ll`
万円

② コンピュータ部門の人件 費(注2)
18 II

ll 万円

外

注

処

理

費

(3}ソ フ ト ウ エ ア 委 託 費(注3)
24

Il
II
`1 万円

ω マ シ ン タ イム借 料(注3)
30 `l

ll 万円

㈲ 計 算 委 託 費(注4)
鵠

!
II

II
ll
`` 、万 円

{6}外 部 要 員 費(注5)
42t

|
II
ll
l

万円

σ}そ の 他
偲 [・i

`IIl
万円

〔8)そ の 他(注6)
品 lIl|

ll|l I
万円

働 合 計
・・1・i[;

'「III
万円

注1.(Dの 「電子計算機費用」とは.レ ンタル料,買 い取 りの場合は,電 子計算機の償却費を指

します。

注2.② の 「コンピュータ部門の人件費」 とは,原 則として1カ 年間1ζ実際に支払った現金給与

でいわゆる税込み金額の総計を記入して下さい。なお外部要員の人件費は㈲の 「外部要員

費」に記入 して下さい。

注3.(3},C4}の 「ソフトウェア委託費」,「 マシンタイム借料」は外部委託 した,シ ステム設計,

プログラム作成,お よびコンピュータの時間借 りに係る費用をいいます。
1、

注4.⑤ の 「計 算委託 費」 とは,上 記 ソ フ トウ ェアの 委託 だ けで な く,パ ンチの 委託 費等 を含 み,

{3),(4)の 「ソフ トウzア 委託 費」 「マ シンタ イ'ム借 料 」 とに 区分 して経理 す るCと が出 来

・ない 場合(一 括 して外 部委託 した場合)に 記入 して下 さい。

注5.⑥ の 「外 部要 員費 」 とは,社 外の,シ ステム エ ンジニ ア,オ ペ レー タ,プ ログ ラマ,キ ー

パ ンチ ャー等 を利用 した人件 費 等を指 します。

注6.C8)の 「その 他 」に は.コ ン ビ=一 タ導入諸 掛 り,一 般 管理 費等 を指 し ます。

'.
◆

回

一2一

問2.問1の 費用のうち.{3)ソ フ トウェア委託費,{6)外 部要員費について次の委託された作業の比

率は,お よそどんな割合になっておりますか。 また,そ れぞれの費用の1975年 度支出は1972

年度に比べ,ど のくらい伸びるものと予想され,そ の時の割合はどのくらいになるものと予想

されますか。パーセンテージ(%)でC記 入下さい。なわ,現 在(31ソフトウェア委託費,⑥ 外

部要員費について行なって(支 出 して)い なくとも1975年 度で行なうことが予想 されます場

合には,期 待する委託作業比率にのみご記入下さい。

調 査/
コンサルテー
シ ョ ン

システムの
分 析 設 計

プPグ ラミング

(含コーデ ィング)

プログラム ・
パ ッケー ジの

購 入
その 他 合 計

現

在

〔31ソフトウェ
ア委託費

6

%
8

%
10

%
12

%
]4

% 100%

(6騒貝曇
16

%
18

%

20

%

22

%

24

% 100%

1975

年

度

障錨曇
26

%
28

%
30

%

32

%
34

% 100%

…裂貝 割36
%

胞

%

40

%

42

%

44

% 100%

③ ソ フ トウェ ア委託 費は1975年 度ICは1972年 度 の

4b[コ 倍艘 と預

〔6}外 部要員費は1975年 度には1972年 度の

・・ロ コ 倍醸 と予想

注 伸び槻 在よりも下まわると予想 され ます場合は 口 とこ記入下さい.

問3.貴 社で現在行ない,あ るいは将来(2年 後,5年 後)に わたって行なうと予想される外部委

託の うら,ソ フトウェア会社に期待す るサー ビス分野について3つ 以内で選んで下さい。

(ご 回答は優先順位で1,2,3,と 該当ntlce記 入下.さい。)

なお,外 部委託をソフトウェア会社に期待されることがない場合にはご記入不用です。

a

b

e

d

e

f

g

h

i

調 査/コ ンサ ルテ ー ション

シス テム分析 ・設計

プ【】グ ラ ミング(コ ー デ ィン グを含 む)

コン バー ジ ョン

要 員 派 遣

フ ァシ リテ ィ ・マ ネ ジメ ン ト

EDP教 育

プロ グ ラム ・パ ッケー ジの販 売

その 他

ぐく　

現在(73年)将 来(75年)将 来(78年)

口
口
口
口
口
口
口
口
口

50

部

口
口
口
口
口
口
口
口
口

59

67

口
口
口
口
口
口
口
口
口

腿

76

)

ピ
●



● ■

回
問4.TSS(タ イム ・シ ェア リン グ ・サ ー ビス)を 含 む情 報処 理 サー ビス ・セ ン ターを 利用 す る

時,セ ン ターにあ ろ ライブラ リー ・プログラム あ るい は,プ ロ グラ ム ・パ ッ ケー ジで有用 な もの

があ り,処 理 を含め て(但 し,プ ログ ラムは 自己 の所 有 とは な らない)そ の 使 用が 有料 で ある ・

場合,利 用 の意志 は あ ります か。

① 利用す る方 向に あ る ・

② 糊 す、。もりはない ・口

問5.ソ フトウェア開発の外部委託に対する1コ社の考え方について記入 して下さい。

但し既成のプログラムのレンタル購入は除きます。

① 開発の委託に積極的である

② 全面委託は殆んどな く,自 社 との共同開発である

③ 現在は開発の全面委託も共同開発 もしていないが,今 後はするつ もりである

④ 現在も今後 も外部委託はしない

問6.共 同開発を含む外部委託先(メ ーカ,ソ フトウェア会社など)lc対 する全体的評価について

C目己人下さいo

① よい.ま ずまずである

② なんともいえない

③ あまりよくな い.悪 い

また 「③あまりよくない、悪い 」とC回 答いただいた理由を次の項目から3っ 以内で選び

C記 入.Fさい。

① 委託先の技術未熟

② 委託先の対象革務の知識不足

③ 委託先の作※体制の不充分

④ 仕様書の未整理

⑤ メインテナンスの相互未確認

⑥ 納期変更時の取扱い

⑦ 開発途上の ノウハウの取扱い

⑧ 社内秘密のろうえい

⑨ そ の 他

ぐしく　 )

・口

・口

9

一3一

◆L
■

間7.外 部に対して,ソ フ トウェア開発(jt同 開発を含む)の 委託を しない理 由 も多々あると思

われ ます。その場合の要員について3つ 以内でc記 入'ドさい。

① 技術的,m的 に自社要員で十分

② 対象業務が専門的で外部では理解困難

③ ソフ トウェア会社等外部委託機関の実態がわからない

④ 委託費が高い

⑤ 機密保持上の観点

⑥ 技術的に委託先が信用できない

⑦ メィンテナンスヒの問題

⑧ そ の 他

聞8.

ぐし　 　 )
ソフ トウ ェアの 開発 を 外部 に委 託す る場 合t委 託 しよ うとす る理 由に つい て3つ 以 内 で選ん

で ドさい。(C回 答 は優先 順位 でL2.3と こ記 入Fさ いn)

a.コ ン ビA－ ク要 員が 不足 して い る.

b.労 務 管理 ヒの 問題 か ら

c.自 社 に開 発す る技 術 がな いか ら

d.納 期 に間 に合 わ ない か ら

e.自1土 開発 よ り経費b《軽 し、

f.コ ン ピュー タの 変更 に伴 って

g.コ ン ピュー タ ・メー カが提 供 す る もの よ り秀 れて い るか ら

h.そ の 他

ぐしく　 馬 )

lL,

lh

:12

問9.ソ フ トウ・一アの 開 発 を外 部に 委託す る場合.経 費のlntfi1り に 対 して.貴 社での1評価 ノ」式 とし

て,納 得 しやす い ものに っい て3つ 以 内 でdul答 ドさい、、(dl,1答 は優 先順 位1.2.3とc'記 入

トさい。)

:t:イ
a.「 恒価X見 聞 り ステ'プ

b.開 発期ltl.(人 件 費rP価

c.現 在開 発さ れて い る類似 の ソ フ トウ 、アとの 比較 に よる算 定

d,開 発費用 と,得 られ る効 果 との比 較算 定

軌その他ぐ し… 　 )㌻

⊃



Uコ ン ピ ュー タ部 門の 運 営 に つい て

問10.貴 社の コンピュータ部門の運営体制はどのよ うですか。

a.予 算制度について……

...・①実施 してい る ② していない ③ その他

b.独 立採算制について……

①採用 してい る ② していない ③ その他

c,コ ンピュータ部門の独立にっいて ……

①考えている.ま たは実施 してい る ② していない ③ その他

聞11.全 般的にコンピュータ要員の充足が困難1ζなりつvあ りますが,不 足要員の充足状況をみ

E]る ため下表の コンビ　 顕 職醐 唖人数について・およその見通 しをe記 入Fさ い・

葵貝職稲

現 在 人 口 数(48年8月) 2年 後 の 追 加r定 人 員数

自 社 外 注 £]社 外部利用,委 託

シ ステ ム ・エ ン ジニ ア
61`1`

}1
人

9`
:

人 ,2 人 15i
I 人

シ ニ ア ・プロ グ ラマ
]811

11
1

人 211

1 人
24

人 271

1
人

ブoグ ラマ …l
l

I
人

331・

1「1

人 36 .

人
391

1 人

オペ レー タ ・・lI

I)
人 4511

18

人 48
` 人 511『

}1
人

パ ンチ ャー 545{
ll

人 571オ

III
人 6・1

`
人 63`Il

`1.
人

注2年 後の追加予定人員数の箇所は,現 在よ りも,人 員を減少 させ る場合には,減 少人

員数を記人し数字の前に一印を付して下さい。

例

システ・ ・t・ン・・ア 「 元i
M-ii・1人 －ili・ 人

・・口

口

口

'、

一4一

回

田 ソ フ トウ エ ア の販 売 ・購 入 に つ い て

問12.貴 社で開発した,ま たは今後 開発するプログラムの うらで外部1ζも需要(ニ ーズ)が ある

と思わ れるもの1ζついて,そ の販売 をどうお考えですか

① 今のところ販売する意志はない

② 買手があ らわれれば販売するり

③ 社内用に開発したものを積極的に販売したい →

④ 働 品 と してua5EL・ ・fif"Af「OlcWi,zしtこ い ・1□

問13.ソ フ トウエアを販売す る.あ るいはしよ うと思われた動機は何でし■うか.次 の ものから

お答え 下さい。

注.問12で ①あろいは② を記入したかは問13は 記人する必要はありませんので聞14へ お進み ド

さい。

①ra1± が既に'ノフ トウエアの・liM化を推進中であろ

② 令のところ,ソ フトウエア開 化 販売の'1使 化まではXiLて いないヵ∫投資回収を、1'1'りrこい

から

③その℃ 　 パ)[1

問14.ソ フ トウエ アの 販売 形態 につ い て お聞 きし ます。'ノ フ トウエ アの販 売 をす る経路 は どのfj'

法1ζ期 待 して い ます か。llな もの を3つ 以 内 選ん で t優 先順 位 を1,2,3,1ζ よっ て こ記 ノ、ドさい

a.プ ログ ラ ム調査 簿 を通 じ てISI:

b.コ ン ビ=一 夕 ・メー カ ーを通 じ て

c.ユ ー ザ ー団体 を 通 じて

d.専 門 ソ フ トウ エア取 扱 会社 を通 じて

e.自 社の 子 会 社,業 界団 体 を通 じて

f.自 社の 販売 網 を 確 立し て

g.TSSあ るい は その 他の 情 報処 理 サ ー ビス機 関 を通 じ て

　 ぐしく　 パ)"

`
.



, ●

問15.通 商産業省が実施しているプログラム調査鱒についてc'質問 します。

Q-1現 在プログラム調査簿にプログラムを登録 していますか。

① している

② していない

Q-2(琵 録しているプログラムについて引合がありましたか。.

① あった

② ない

(Q-1で ②を回答 したかたは,Q-2は 答えな くても結慮です。)

問16,貴 社ではソフ トウエア購人の経験 がありますか。

① 過去に購入したことがあり,今 後も積極的に購入したい

・1□

・2口

② 購人した実績はないが今後積極的に購入 したい

③ 今のところ購入する考えはない

④ なんと もいえない ・・口

問17.ソ フ トウエ アの 胡 人経路 に つい てお 聞き し ます。 ソ フ トウエ アを購 人 した時 どの よ うな き

一・かけで わ買 いに な りま したか
。 主な もの を3つ 以内 選び,優 先 順位 を1,2,3.とC記 人 ドさい。

注.問16で ③ あ るいは④ を記入 したiJ'は 問17は 記 人す る必要 はあ り ませ ん ので問18へ お進 み

.ドさ
い。

・=4

a.プ ログ ラム調 査簿 を見 て

b.新 聞,雑 誌,文 献等 を見 て

c.コ ン ピュータ ・メー カか らの紹 介 で

d.ユ ー ザ,ユ ー ザ団 体 か らの紹介 で

e.ソ フ トウエア会 社か らの 売込 みで

f.自 社の 系列 企 業およ び同 業種の 企 業か ら;
9.そ の 他()SO

問t8.ソ フ トウ エアの 購入 した理 由 は何で し よ うか。 三1三な もの を2っc'[ig?,Fさ い 。

注.但 し,⊂ の設 問に限 り外国機 ノー カの ソ フ トウエ ア ・ハー ドウエアの 価格 分離

方式 にて止 む を得ず'ノ フ トウエ アを購 人 した場 合 を除 きます。.

① ソ フ トウ エア開 発要 員の不 足

② 自社開 発で は経 費が かか るか ら

◎ 自社開 発の時 間的 余裕 がな い

④ マシ ン交換 にて

⑤]ン ピュ一 夕 ・ ノー カの杉1!供の もの よ り究 れてい るか ら

(例.技 術的.一一 使い や すい,暗 闘的 効率 がよ い 等)

日
「■

.5一

'

6
⑱

`

問19,ソ フ トウエ ア購入 上の ネ ッ クお よび購 人 しないellEliと 思 われ る ものは どん な点で しょ うか
b

次に 挙げ た ものか ら上 位3つ 以内で 選 び,優 先順 位 】,2,3,を 付 けて お 答え 下さい。

1:二:二;1:鷺 蕊1:。 。、。。、__、 、,_。 週

も含 む)

c.価 格が 高 い と思 うrs

d.分 割支 払 も しく はレ ンタ ル方 式 が発 達 してい ない

e.品 質.ヒあ るい は信頼 度 に不 安が あ る

f.ア フ ター ・サー ビスが不 足 して い る

g.権 利保 護 体制 に不安 が あ る(ソ フ トウエ アの 専用使 州権 がemsJl.さ れ ていな い)

h.社 内の}ll情 に 合わな い。(使 用,1語,機 械 構成.標 準化 等)

i.社 内の コ ンビ=一 夕部門 のモ ラ ルに影響 が あ る

j.社 内 の トソプを 含め た非 コ ン ヒ.t－ 夕部門 の理解 が 得に くい

k'そで 　 ) t・/1



問20.貴 社の ソフ トウエア保有状況及び販売,.購 人にっいてお聞きします。

e回 答は次の記入万法によりプログラム分類表(通 商産※省編.プ ログラムSUffreicよ る)に

直接C'記 入.下さい。(プ ログラム分類表は7ペ ージにあ ります}

函
A欄

充
足
産

綱

C樋

口社が保有されていろプログラムの全てにっいて,完 成,完 了状況 を(自 社開発,買

いとり,レ ツ タル万式にて購入した もの,共 同開発の場合は貴社に所有権が有る もの

を含みます。)次 の充足度の5段 階IC別 けて該当する番号を ご記入下 さい
。なお,プ

ログラム名の うら.・アプ リケーション ・プログ ラムの事務計算(06
.総 合業務～21.

その他)で は充足状況を事務機械化の進展度とし,そ れ以降 はプPグ ラムの完成度,

充足度 とします。

黙◎ る駕ll総 〆)
△…現在対象業務としていない

A欄 で記入されたものが,今 後2年 以内にどの程度の修正,改 訂を必要とするかをお.

答え下さいe修 正,改 訂の程度は次の4段 階にてその該当す る番号を記入して下 さい。

①全面的なシステムの見直しによる大幅な改訂が必要となろう。

②個々のサブ ・システム単位では大改訂あろいは新規開発になるが基本システムとし

ては変 らないであろう。

③必要に応じて小規模な改訂 で十分であろう。

④改訂はぽとん ど必要なかろ う。

貴社でのソフトウエア購入の経験およびこれか らの購入予定等にっいて,次 の項目の

中から該当する番号をC記 入下さい。

①過去にソフ トウエアを購入 したことがあ り,今 後 も積極的に購入す る予定である。

②過去にソフトウエアを購入したことはないが,今 後は積極的に購入する予定である。

③ 過去にソフトウエアを購入したことがあるが,今 後はまだなんと もいえない。

④ 過去にソフトウェアを購入したこともない し,現 時点の状況か らして今後の購入に

っいてもまったく未定である。

■ ご

一6一

回

D腐 貴社での ソフ トウエア販売の経験 およびこれからの臓.碇 球 ついて次の項目の中

か ら該当する番号をご記入 下さい。

① 過去にソフトウエアを販売したζ とがあ り,今 後も積極的に販売する朽セである
。

②過去にソフトウエアを販売したことはないが,今 後は積極的tc販 売する－r定である。

③過去にソフトウエ ・を販売したことカ・あるが,今 後はまノこなんとも・・拙 し・。

④ 過去`・ソ7ト ウ・アを販売 したこともないし㌧ 蔽 の臓 についても聴 点の状況

からしてまったく未定であ る。

Ili.ソ フ トウ エ アの 流 通 の 対 策 につ い て

問21・ ソフトウエア販売 購入につい て円滑化するための齢 的な対策としてfitrの お考えを次

の ものか ら3つ 以内でお選び 下さい。

① プログラム調査簿利用サービスの強化をはかる。

② 定期的(月F9,季 刊)専 門刊行物の発行tcよ り.プ ログラム売買対象 および察知を公表する
。

③ 調査科 を支払 ってで も自社に必要なプログラムを捜し,紹 介してくれる専門機関が欲 しい

(例.プ ログラム情報センターの設搬)。

④ 有料で もソフトウエアの テス トを行ない,検 定する,中 立的な検査機関の設趾が望まれろ。

⑤ 有料で もアフター ・サービスが完全であること。

⑥ カタ・グに出来るだけ価格表示 を明確にす ることが望ましい。

⑦ ソフトウエア購入費の減価償却制度。 層」

⑧ ソフ トウエア購入資金の低利融資制度。

⑤ そ の 他。'

、
.

'
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問20 プ ロ グ ラ ム 分 類 表

A

ソ

フ

ト

ウ

エ

ア

充

足

度

B

ソ

フ

ト

ウ

エ

ア

改

良

の

必

要

度

C

ソ

フ

ト

ウ

エ

ア

購

入

1こ

つ

い

て

D

ソ

フ

ト

ウ

エ

ア

販

売

に

つ

い

て

A
'ノ

フ

ト

ウ

エ

ア

充

足

度

B

ソ

フ

ト

ウ

エ

ア

改

良

の

必

要

度

C

ソ

フ

ト

ウ

エ

ア

購

入

に

つ

い

て

D

ソ

フ

ト

ウ

エ

ア

販

売

に

つ

い

て

A

ソ

フ

ト

ウ

エ

ア

充

足

分

B

ソ

フ

ト

ウ

エ[

ア1ア

改

良

の

必

'堰

.
C'D

ソ ソ

フ フ

ト ト

ウ ウ

エ エ

ア

購 販

ノ、 売
ト

川 に.∵iつ

い
分 頗 プ ロ ク'ラム名 〔業 務 名)

分 類 プ ログ ラム 名(業 務 名} 分 類 プログラム名{裳%名)

i

絆 てト

ア

フ

リ

ケ

ー-

シ

旦

ン

・

プ

ロ

プ

弓

∴

06総 合業務
り 6 6 .1

ア

ヲ

リ

ケ

1

ン

≡タ

ン

.

フ

n

ク'

ラ

ム

(

O

R

.

構

造
設
汁

.

解

析
.

統

計

等
)

28.1二 木,道 路
2ト 〉 2卜 〔 ,

50そ の 他
・
」.iP

{

「
.1111

:
07生 産 管 理.ll:臨i「011i 29造 船 統

、討.

51統1汀. i …

・A・ 一.,一 ひ－
F

i・

08仰;日i`午FP 30そ の 他 52そ の 他

09原 価 管 理 31数 ∫ll'[‖Ill御

シ・

ス

テ

ム

.

プ

ロ

ク'

ラ

ム

制

御

Pr㎎

53ス ー ノぐ一・一 ・'ぐ イ →ナ.一一

.:_.一_一

－i
10販 売管理,販 売計画' 32統 《汁 解t匠 54デ 　 タ 口 叩

1'
`1|

lI.

日 購売管理,資 材管理 330… 元1. S5オ ン う イ ン 制 窃1 1 }
,L・.r

12輸 送管FL輸 送計1山i 34t4形 処 理 1「

語

処

理

Pr㎎,

56、1語 処 理 プ`)セ ソ叶 1,
1|1

13財 務管 理.会 言卜管理 35日`気
57ジ ュ ネ レ 一 夕 ・ イ ン ケ プ リ ケ ー

..「 吟..

■.

ll・ 人弓酬!,給 ・}瀬 36物 理 58そ の 他 1ユ
__1-一 」

1!li}15保 険 ※ 務 37イ ヒ"}(:

ユ

テ

で

リ

テ

:で

プ

ロ

グ

う

ノ1

2
換

等
＼^!

59分 仇{煙 く∫

16証 券 業 務 38掲 〔 」こ ノ」 60編 集
ll

-i
17銀 行 業 務 39測 吊 61デ 　 タ 変 換

l
lIl1 ._...L...

ll1
-1

118税 務 ・1・ 務 40航 空,宇 宙 62媒 体 変 換 ト1

_.一 －L.、i_1.一 一

口1

|9医 療 裳 窃 41そ の 他 63プ Ω グ う ム 変 換
1

20教 育

ラ

イ

ーノ

.う

リ

1

'ノ

ロ

ツ「

!

ノ」

数

値

解

{lr

42|対 数 オト 算
6・1フllン ・ ト

・{,

i{1

21そ の 他 43数 値 租 分 65デ パ.t...」 ・

.,「 一.}

:)

Ii
　 rr←'.○ 『-

!'}

122数 理 、ll画
1

4・1代 数 ノ」F`:式 66渡 川 怜1」 ド
プ:「 十

1

パ 学
f 23PF=RT・CPMW

卜一.

45」 」三 、∫.ノ 戊 ～'`7メ|こ 6ア 馳rl「 一・,つ ノfパ ノ ン ・ラ ラ 『ノ 」ゾ

:』

11
I

IIi
技i2・ ‡ ・ ミ ・ レ … ・ ・ ン 46i例 計 算,1・1・1白 ψ'|一 ・W」 べ う ト'し `iSそ の 他 ..戸.,FL

1.;

.

,

「「」12517醐

`
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,ll
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5.3ソ フ ト ウ エア の 流 通 に 関 す る ア ン ケ ー ト調 査

分 析 結 果

1.調 査 対 象 お よ び回 収状 況

本調 査 は,ソ フ トウ ェア流通 お よび 外 部委 託 の 問題 に 関心 が 高 い と思わ れ る コ

ン ピュー タ ・ユー ザ ー-ig約1,000社 任 意 抽 出 して 実施 した 。

調 査票 発 送数976件

同 回 収 数264件

同 国 収率27%

な お資本 金規 模別,機 種 別,業 種 別 回 収 内訳 は 表 一1,2,3,の 通 りで ある・

表一1資 本金 規 模別 回 収状 況 表 一2使 用 機 種 別 回収 状況

資 本 金 件数

1億 円以下 24

1～5億 円 30

5～10億 円 23

10～50億 円 96

50～100億 円 35

100億 円以 上 56

計 264

機 種 件 数

国 産 機 55

国 産 機(複 数) 73

国産 ・外 国機(併 用) 71

外 国 機 64

不 明 1

計 264

一1一



表 一3業 種別回収状況

グ ル ー プ 業 種 件

鉱 業,建 設

1 ガ ラス,土 石 製品 32

'水 産
,食 品

繊 維,紙,パ ル プ

化学工業
皿 61

石 油 ・石 炭 製 品,ゴ ム製 品

鉄鋼,非 鉄金属,金 属製品

機械,精 密機械

電気機器
田 55

輸送用機器

その他 製造

電 力,ガ ス

w 運 輸,倉 庫,不 動 産 34

通 信,出 版,サ ー ビ ス,そ の 他
ケ

V 商 業 31

Vl 金融,保 険証券 51

合 計 264

2.ソ フ トウ ェア流 通 に関 す る 調 査 集計 結果

(1)コ ン ピ ュー タ部門 費の集 計 分析(問1よ り)

(a)コ ン ピュー タ部 門費総 額91,607百 万 円 の うち電 子計 算 機 費用 が,47,731百

万 円 と5割 以 上 に 達 し,コ ン ピュー タ部 門 人件 費 と合 わ せ る と76%強 を 占 め

てい る。一 方,外 注処 理 費 は,IZ313百 万 円 と総 額 の13.4%と な り,そ の内

訳 を み る と計 算委 託費 が60%と 最 も多 く,次 い で外 部要 員費 が2割 強 を 占め

両経 費 を合 わ せ る と,外 注処 理 費 全体 の約80%以 上 にのぼ って い る。

な お,一 社 当た りの コ ン ピ ュー タ部 門 費 の平 均 金額 は 約35,800万 円 とな っ

てい る。(図 一1・A,図 一1・B)
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プ

●

(昭 和47年4月 ～48年3月)

(単 位 百万 円)

醤
鷺

外 ビ{処理費

総額

12313百 万Pl

図 一1・Aコ ン ピ ュータ 部 門 の 経 費(年 間)

(b)図 一2で は 電 子計 算機 費用(レ ン タ ル

料 また は コン ピュータ償 却 費)を 規模 別

に見 た もので あ る 。

月間101～500万 円(年 間12百 万 円

～60百 万 円)経 費 を支 出 して い る企業

・は ,全 体 の40%で,次 いで501～1,000

万 円(月 間)の ク ラスが20%で あ る。

また 月間5,000万 円を 超 え る大 型 ユー

ザ ーは3%(8件)に のぼ る。

ソフ トウェア委 託費

711(「J8010)

マ シンタイム借料

644(52巧6)

tの 他771(6・3%)

図 一1・B外 注 処 理 費 の 内 訳 お よ び

構 成 比

5,000ノ ゴド1∫:⊥E|力 円 ト'
1111,;

い・ioO

万 円

101～

5e〔}万 円

.1]%

図 一2規 模別月間電子計算機

費用支 出状況

(c)図 一4,で は コ ン ピ ュータ部 門 費 に 占め る電 子計 算 機 費用 お よび コ

ン ピュー タ部門 人件 費 の割 合別 の 分布状 況 を示 して いる 。図 一3に よれば,電

子計 算 機 費 用は 企業 件 数 で21～80%の 合 計 で234件 を数 え,特 に41～60%

の支 出 比率 が最 も多 く,ま た,一 社 当た りの平 均金 額 では 比 率 が 高 くな る ほ ど

多額 にな る傾 向 が あ り,81%以 上 支 出す る とこ ろで は年 間579百 万 円 に も達

す る 。な お21～80%の 範囲 に おけ る1社 当た り平 均電 子計算機 費用 支 出は,
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175百 万 円(年 間)と な っ て い る 。

ま た,図4の コ ン ピ ュ ー タ 部 門 に お け る人 件 費 で は,1～60%の 割 合 で 支

出 し て い る の が261侍 中246件 を 占 め て お り,こ の 範 囲 の 平 均 金 額 は,1社 当

た り,約88百 万 円(年 間)で あ る 。 特 に 人 件 費 と して21～40%支 出 し て い る

と こ ろ が 最 も 多 く み ら れ る 。

■

口 ・数

60

50

lo

;》o

L'u

lu

)(

|33

[コ
1社 当 た りの

欝 欝・・珍
600

5⑪〔}

4(沿

:叉)0

ト鋤

ltr)o

1《i6Aこ(iff,jl～209い21～409,:,41～60;66上 ～809h81〔}6J≧L -1:〔 ハ

図 一3コ ン ピュー タ部 門 費 に占め る電 子計 算機 費用 の

割 合 と1社 当た りの 平均金額(百 万 円未満 切 捨 て)

一4一



●

口 ・数

60

50

▲0

30

ZO

1()

口

」社 当た り

鞭 珍
年間

150

100

1?、レ未《雀i、20()〈,21～;一)ら1・ 喜1～6`}9【)61～BO《}0810/oJ;止 上

図 一4コ ン ピ ュー タ 部 門 費 に 占 め る コ ン ピ ュ ー タ 人 件 費

の 割 合 と1社 当 た り の 平 均 金 額(百 万 円 未 満 切 捨 て)

の

(2)外 部 委 託(外 注 処 理)費 の 分 析(問1よ り)

(a)図 一5,図 一6,図 一7,図 一8は,コ ン ピ ュ ー タ 部 門 費 に 占 め る 外 注 処 理

費(ソ フ ト ウ ェ ア 委 託 費,マ シ ン タ イ ム 借 料,計 算 委 託 費 お よ び 外 部 要 員 費)

※
の 割 合が1～20%の 企 業 を業 種別 に集 計 す る と ともに,1社 当た りの平 均 金

額 を算 出 した もので あ る 。

※
これ に よ る と コン ピ ュー タ部 門費 に 占め る外 注 処 理 費 の比 率 が20%以 下

であ る企業 が40件(ソ フ トウ ェア委託 費),27件(マ シン タ イ ム借料)67

件(計 算委 託 費),78件(外 部要 員費)程 度 で あ り,さ らに図 一1・Aの よ

一5一



、

うに 「そ の他 」の費 目を 加 え る と,全 体 では コ ン ピュー タ 部 門 賀総 額 の13.4%

とな る。

※ 今 回 の調査 で は,1～20%ま で の範 囲 が 最 も回 答が 多 く,し た が って

この範 囲 の 企 業件 数 のみ集 計 した 。

また,こ れ ら4図 を業 種 別 にみ る と,

① ソ フ トウェ ア委 託 費 では,グ ル ー プMの 銀 行,保 険,証 券 業が1社 当た り

3,519万 円 と断 然 多 く,大 規 模 な ソ フ トウ ェ アの外 注 を行 な ってい る と推 測

さ れ,も っ とも,少 な い のは グル ー プ1の 鉱 業,建 設,ガ ラス,土 石,製 造,

水 産,食 品 の部 門 で,1社 当 た り平 均400万 円程 度 で あ りグル ー プVIVC比 べ

て1/8以 下 で あ る.(図 一5)

② マ シ ンタ イム 借料 部 門 で は,グ ルー プIVを 除 き どの業種 も外 注費 は多 く,

1,500～2,400万 円 の範 囲 に 分布 して い るが件 数 は そ れ ほ ど多 くは ない 。

(図 一6)

⑤ 計算 委託 費 で は。 グル ー プW(金 融,保 険,証 券)が9,596万 円(年 間1

社 当た り平 均)と 圧 到 的 に多 く,こ れは,自 社 か ら分離 して計 算 セ ンタ ー と

し て独 立さ せ て,委 託処 理 を行 な ってい る と見 られ る と ころか ら,こ の よ う

な結果 にな った もの と思 わ れ る。(図 一7)

④ 外 部 要 員費 では,金 額 の面 では グルー プV(商 業),M(金 融、 保 険 証券)

の業種 が 多 く支 出 して い る とい え る。 また ,件 数 では グ ルー プ 皿,田(工 業

製造 業部 門)及 び,グ ル ー プM(金 融,保 険,証 券 業)が 多 い 。(図 一8)
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皿
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－ 」件数
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グ ル ー ソ'1社 当 た り 平 均 金 額(単 位 万VI])

図 一5コ ン ピュー タ 部 門 費 に占 め る ソフ トウ ェア委 託 費の 割合 が

20%以 下 の 企業件 数 の 業種 別分 布状 況 と平 均金額

一._.一－w放

J

ll

|ーー

呈

li

川

Ix:ll'

VVＬ

Vl、'1

菜 種 ハ

ゲzし'^ゾ}日 当 た り の 平 均 全 割i(単 位17「 ノ∫川)

図 一6コ ン ピュー タ部 門 費 に 占め るマ シンタ イ ム借料 の割合 が200/・Y/下

の業 種別 件 数 分 布 状 況 と平 均金額(1万 円 未満切 捨)
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業 種
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図 一7コ ン ピ ュ ー タ 部 門 費 に 占 め る 計 算 委 託 費 の 割 合 が20%以 下 の 業 種

別 企 業 件 数 の 分 布 状 況 と 平 均 金 額(1万 円 未 満 切 捨 て)

]

1|

川

"

＼

Vl

－一}壬 †郭'
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ー一一

.V

言 種1{}泊2t}tO

7L・L__』"

1社 当klり の平均 二おΨ(s"-t'Li7i円 .d

図 一8コ ン ピ ュ ー タ 部 門 費 に 占 め る 外 部 要 員 費 の 割 合 が20%以 下 の 業 種

別 企 業 件 数 分 布 状 況 と平 均 金 額(単 位 万 円)
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L
・

外 注処 理 費全体 でみ る と,支 出 金額 では,グ ルー プM(金 融,保 険,証 券業)

が 比較 的 高 く,件 数 で は 業種 の範 囲 も広 く,サ ンプル 数 の違 い もあ るが,グ ル

ー プll
,皿 とい った と こ ろが 多 い とい え る 。

%
¢))さ ら に ソ フ ト ウ ェ ア 二 河

・ケ ル ー フ

委 託 費 の みを見 る と,

業 種別 の外 注処 理 費 に

占 め る割合 の分 布状 況

は 図 一9の よ うに な る

業種 別 では,グ ルー プ

fiを見 る と件 数 で最 も

多 く(15件)そ の割

合 も60%ま で が10

件 で81%以 上 占め る

企 業 も5件 とか な りソ

フ トウ ェア委 託 費の 割

合 が 高 い こ とが わか る。

また グル ー プVの 商 業(四 川 、

が ソフ トウ ・ ア委 託 費 図 一9

の支 出が 少 な く,図 一
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外 注処 理 費 全体 に占 め る ソフ'トウ ェア委 託

費 の割 合 の業種 別 件数 分 布状況

5と 合 わせ て見 て もあ ま り外 注処理ua熱 心 で はな い とい え よ う。

(c)図 一10は ソ フ トウ ェア委 託 費 お よび外 部要 員費 につ いて そ の 構成 す る 内訳

の今後 の 予 測を 示 して い る 。(問2よ り)

ソ フ トウ ェア委 託 費 では,プ ログ ラム ・パ ッケー ジ購 入 が 現 在 よ りもか な り

多 くな る と予想 され,プ ・グ ラム ・パ ソケー ジ の流 通 が大 い に期待 され てい る

とい え よ う。

外 部要 員 費を 見 る と,そ の他 が 現在,将 来(1975年)と もに断 然 回答 数が

多 い 。 これ は パ ンチ要 員の外 注 を か な り見込 んで い るか らだ と思 われ る・
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墓 ・・

1・ ・

40

20

(ソ フ トウ ェア委 託 費 に つい て) (外 部 要 員費 κついて ♪

調 査 シ ス ァ ム プ ロ グ ラ プログラム そ の他

/の 分 析

コンサル 設 言十

アーション

ミ ン グ パ ック'一ジ

購 入

調 査 シ㌘ステムの プログラ そ の他

/分 析 設計

コン⇒ウレ

アーション

ミング

図 一10ソ フ トウ ェア委 託 費 お よび外 部 要 員費 の内訳 の予 測

(d)図 一11は,今 後 ユ ー ザ ー が,ソ フ ト ウ ェ ア 会 社 に 対 し,ど の よ うな サ ー ビ

ス を 期 待 す る か と い う も の で あ る 。(間3よ り)こ れ に よ る と プ ロ グ ラ ム ・パ

・ケ ー ジ,フ ァ シ リ テ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト
,調 査/コ ン サ ル テ ー シ ョ ン へ の 将 来

の 期 待 意 識 は 高 い が,反 対 に 要 員 派 遣,プ ロ グ ラ ミ ン グ 等 は 将 来
,し だ い に 減

少 す る で あ ろ う と 思 わ れ る 。
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図 一11ソ フ トウ ェア会社 へ のサ ー ビス の期待 度

(e)図 一12,図 一13,図 一14,図 一15,図 一16は ソ フ トウ ェア の外 部

委 託 に対 す る姿 勢,委 託 す る理 由,委 託 しな い理 由,委 託経 費 の見積 り方 法,

お よび評価 の 状 況で あ る 。

① 図 一12は,業 種 別 の ソ フ トウ ェアの 外 部委 託va対 す る姿勢 に ついて で あ

るが,こ の 図 か らも明 らか な よ うに,全 体 的 には,現 在 お よび 将 来 とも全 面

委 託 また は共 同開発 に よる外 部 委 託 をす る と回答 した ユ ーザ ー が7割 弱 あ り

増 加 の傾 向 にあ る とい える。

しか し なが ら,業 種 別 にみ る と,グ ルー プU(繊 維,紙,パ ル プ,化 学,

石 油,鉄 鋼,金 属 製 品 等)m(機 械,電 気,輸 送用機 器 等),VI(金 融,保

険証 券)な どは,相 対的 には 外 部委 託は 増 加 す る傾 向 には あ るが,全 く委 託

しない で 自社 開発 する と回 答 したユ ーザ ー も多 数 あ り,図 一14の 外部 委 託

一11一



を しな い理 由 を 考慮 し,今 後検 討 す る余 知 が あ る と思 わ れる 。(問5よ り)

⑳ 図一13は,外 部 委 託 をす る理由 に つ いて で あ るが,そ の第1位 が 「コ ン ピ

ュー タ要 員 の不 足 」で,か な り大 きな 比 重 を 占 め てい る。 また,第2位 は,「納

期 に間 に合 わ な い 」,第3位 が,「 労務 管 理上 の問題 」等が挙 げ られ てお り,

ソ フ トウ ェア ・ハ ウス等 の受 託者 は ユ ーザ ー の こ うい った 考 え方 を一 考 す る

必 要 が あ る と思 われ る。

また,第4,5位 に,「 自社 に開発 す る技 術 が ない 」 「自社 開 発 よ り経 費

が 軽 い 」が 挙 げ られ て い るが,こ れ ら と裏 は ら に図 一16・Bの 外 部委 託 先

に対 す る評 価 の 良 くない 理 由が あ る こ とを 念頭 に置 く必 要が あ ろ う。(問8

よ り)

③ 図 一14は,反 対 に外 部委 託 を しな い理 由vaつ い て で あ るが,「 メ イ ンテナ

ンス上 の問 題 」 「委 託 費 が 高 い 」 「専 門的 で外 部で は無 理 」の3者 で 約6割

弱を 占め て お り,そ の他 の理 由 にして もソフ トウ ェア ・ハ ウス等 受 注 先 で解

決 可 能 な問 題 が 多 く,今 後 こ れ らの問題 を解 決 す るこ とに よ って,外 部 委 託

市 場 を 拡大 す る こ とは可 能 と思わ れ る 。(問7よ り)

④ 図 一15は,ソ フ トウ ェアの 開発 を委託 す る際 の経 費見 積 り方法 に つい て

示 して い る。

これ によれ ば 「開発 期 間 ×人 件費 単価 」とい う,わ りに大 まかな 方法 が 多

く と られ て い る よ うで あ るが,他 の三 方 式 もか な り多 い。 全般 的 に見 積 り方

法 としては各 企 業 まち まち で これ とい った 統一 的 な方 式は存 在 しな い と思 われ

る。 「開発 費用 と得 られ る効 果 との 比較 算 定 」 とい うソフ トウ ェア の評価 を

と りい れ てい る企 業 も1位 に挙 げ て い る とこ ろが かな り多 い こ とは 注 目 され

る。(問9よ り)

⑤ 図 一16は,共 同 開発 を含 む 外部 委 託先(メ ーカー,ソ フ トウ ェア会社 等)

に対 す る評価 につ い て示 して い る。

外 部 委 託 先 に対 す る評価 は 「よい 」と い う回 答 と 「悪 い 」とい う回答 が ほ

ぼ 同 数 で あ り,そ れ ぞ れ約20%を 占め てい る 。(図 一16・A)
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労 務管理.トの問題

自社開発より経 費 う:軽い

コ ンピ ュー タの変 更 に 伴って

コ ン ビ.ユー タ ・メー カ ーが

提 供 す る もの よ り秀 れ て い る。

円 内 数 字は 優先 順 位

わす.

レ

P2位

P3位

図 一13ソ フ トウ ェアの外 部 委 託 を す る理 由件 数 分布 状 況

{支術 自㌃Pこas壽f:先 方付言∫目・できな し・、

ソフ トウェ'ア会 社等

外部委託機関の・寿態

がわから刀い

9,0%

lO.6%

密保持 上の観点

技術的,・障的iC

自社 要員で十分

15.6%

その他

対象業務が屯門的

で外部では理解困難

17.z%

図 一14ソ フ ト ウ ェ ア の 外 部 委 託 を し

な い 理 由
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`

開発期間x人 件費単価

,

匿
⇔

単価x見 積 りステ ップ

優先順位

〃

"

1位 の件 数

2位 〃

3位 〃

現イi=開発 されている類似の ソフト 開 発費用と,得 られ る効果

ウェアとの比較による算定 との比較算定

円内数字は優先順位1,2,3位 までの合計件数で

円の大きさはその比 を表わす

図 一15ソ フ トウェア外 部 委 託経 費の見 積方 法件 数 分布 状 況

o

(件)

45

126

よ い,ま ず まず

な ん と もいえ ない

ま りよ くな い,

社 内秘 密の ろうえい

開発途上の

ノウハウの取扱い

仕様書の

メンテナンスの

相互未確認

12.leh

納期変更時の取扱い

委託先の対象業務

の知識不足

回答数

日6

委託先の 作業体

制の が十分

16.4%

委託先の技術未然

図 一16・A外 部委 託 先 に 対 す る 図 一16・B評 価 の 良 くな い 理 由

評価
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(f)図 一17はTSS(タ イ ム ・シ ェ ア リ ン グ ・サ ーービ ス)利 用 の 意 志 に つ い て

業 種 別 に み た も の で あ る 。

全 体 の 傾 向 と し て は,7割 弱 の ユ ー ザ ー は,有 料 で もTSSの 利 用 を 考 え て

お り,グ ル ー プ1,H,皿,Vlの 業 種 が 特 に そ れ が 顕 著 で,他 は 利 用 し た い 企

業 と そ う で な い 企 業 の 差 は あ ま りな い 。(問4よ り)

　 塾
1

;

1:

∴
(件 数)40tr・,o・ ・52c,i,、o

菓 煙3iVt;'co
グルー:プ

(件 数)

図 一17業 種 別TSS利 用 の 意志 の有無(有 料)

(3)ソ フ トウ ェアの販 売 購入 に つい て
,

(a)図 一18は,ソ フ トウ ェア の販売,購 入 の 意識 あ るいは経 験 の 有無 を業種 別

に集計 し た もの で,販 売 につ いて は,各 業種 と も消極 的 で,「 買手 が あ らわ れ

れ ば販 売 す る 」 と 「今 の ところ販 売 す る意 志 な し 」とが 大勢 を 占め る結 果 とな

ってい る 。(図 一18・A)

一方
,購 入 につ い ては,購 入 の経験 の あ る 企業 が 多 少 あ り,グ ル ー プll,皿

では両者 とも18件 の回 答 が あ り,図 一17と も比較 す れば,ソ フ トウ ェア の

外 部製 品 の利 用は か な り積極 的 で あ る と見 られ る。(図 一.18・B)(問12,

16よ り)

芦
.

W

－16一



」

ノ

1.

1

n

田

IV

V

VI

L

o

。
肩

菜
グ

15 %%z

〃
2了 一 帖隙目

＼
29 )>i護

■■■ 今踊 品とし

吻 社内脈 醗

謡 買手があらわ

口 今のところ販

1

15

物 ㌘1 ....

/
15 、 、:

＼
23 べ 多>i…iii…i…ii翌

,....

1,11`

10 20 30 40

■ ■ 今後嗣 とし・醜 し・糎 郎 販売し地

物 社内脈 醸 したものを楠 的に販売したい

買手があらわれれば販売する

60
_件 数

図 一18・A業 種 別 ソ フ トウ ェ ア 販 売 意 識

ハ

の

]

1一

目

Iv

、

Vl

Ji、 柿
・0

クtL・ ・7
[∪ 20 :tO .川 5()

損入したことがあ り.今 後も積ぴ的に購入 したバ

た実績はないが 今後積極的ψ購入したい

ころぷ人fる 考えはない

もいえない

一
一 件が

図 一18・B業 種 別 ソ フ ト ウ ェ ア 購 入 経 験 の 有 無
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(b)図 一19は,ソ フ トウ ェ ア 販 売,購 入 の 経 路 に つ い て 述 べ て い る 。(問14 ,

17よ り)

ソ7ト ウエ アの販 売繊 につ い ては(賭 す る もの も含 め て)「 ・ン ピa－

=ニン ヒ ュー タ ・メー プノー

を通 じて

掴 綿 埠 先順 位 」.2.3位 までのas・t・#tt

で円の大 きさ蛤 言†鰍 の比 を表わす
。

卵 ・,・ぷ 縦 樋
じて

}:1社の販'元網 を確1己:して

・・ぽ る鴎 その他の情醐 噺

一ビス機関 を通 じて

、。。。。。,'。。。雇 。、て

経路(件 数)

■ 優先順位1位 の件数

1>2位

D3位

図 一19・Aソ フ トウ ェア 販 売 の 期 待 す る

(単 位万円)

0～

1万 円

joO万101～

Fユ跡500

501～

1000

1001～

2000

2001へ

5000

5001q

堤
計(件)

・

プ ログ ラ ム調査 簿 を見 て

修 12

新撰L雑 誌 。 文献 等 を見て 修 髪 33

⇔

コ ン ピ ュ ー タ ・メーカーか

らの 紹 介 ＼
修
㈱

i講

修

修修 57

ユ ーザ ,ユ ーザ 団体 か ら
の紹介 修＼ 3⊥

ソフ トウ ェア会社 か ら の

売込 み 彫修＼ 60

自社の系列企業および同
業種の企業 13

吻 回答件数5件 以上

81

∨

■薗 回答 件数10件 以.上

,

輌

`

(

1

7
月、

べ



さ
」

5
"

タ ・メ ー カ ー 」 あ る い は 「ユ ー ザ ー 団 体 を 通 じ て 」 と い っ た 意 見 が 多 く,ソ フ'

㌦ ウ。アの保証竣 唖 加 販売ルー,曝 せたい餉 が うか放 る.註

「プ ログ ラム調 査簿 」お よび 「専門機 関 」の利 用 に もかな り意欲 が あ り.回答数

も264件 中205件 と高 い回 答率 が得 られ た6

一 方 購 入 したい とい う企 業 もや は り 「コ ン ピュータ ・メ ーカ ー 」お よび 「ユ

ーザ ー団 体 」 「ソ フ トウ ェア会社 」の紹 介 を受 けたい と希 望 してい る よ うで・

これを,図 一19・Bの よ うに電 子計 算 機 費 用(月 間)支 出額 別 に見 る と,

100万 ～2,000万 の 中堅 か ら大 型 機 に相 当 す る コ ンピュー タを利 用 して いる 企

業 に 集 中 してい る。 また 販売 とは異 な り,「 プ ログラム調査 簿 の利 用 」は 少な

い。 しか し図 一20の よ うに,プ ログ ラム調 査 簿 に登 録 してい る 企業33件 の

内約!の12件 には何 らかの引 合 が あ った こ とを考 えれば 今後 プPグ ラム調
3

査簿 の活 用が 望 まれ る。(聞15よ り)

プ ログ ラム調 査薄 κ登 録

し ていな い

(227件)

図_20プ ログ ラム 調 査 簿 の登 録 と利 用

一19一



(c)図 一21は,ソ フ トウ ェア販 売 お よび購 入の 動 機 理由 を表 わ して い る。(問

13,18よ り)

ソ フ トウ ェ ア の販 売に 関 しては,「 開発 費 用の 回収 」を 目的 とす る もの が ほ

とん ど で,い か に ソ フ トウ ェ ア開発 が 負担 とな ってい るかが うかが え る。 また

「そ の他 」が9件 と比較 的 多 くみ られたが,内 容 は外 部 か らの 需要 に 応 じて 売

り出すといったケースが 大部 分 で,自 社 のPR,プ ログラマー の 実力 向 上等 とい う意

見 も見 られ た。

ソ フ トウ ェ ア の購入 で は 「自社 開発 の 時間 的余 裕 が ない 」が 最 も多 く,全 体

の4割 近 くを 占 め,ま た 「経 費が か か る 」,お よび 「開発 要 員 の不 足 」が これ

に続 き,い つ れ も 自社 開発 の 能 力 に余裕 が な い こ とを挙 げ て い る。

コ ン ピ ュー タ ・メー カ の

提 供 の もの よ り秀 れ て い る。

図 一21・Aソ フ ト ウ ェ ア 販 売

の 動 機

マ シ ン、交換 に て

10.0%

ソ フ トウ ェア'
・A、(21件)

開 発要 員 の不 足

23.2%'

自社 開 発 の(・19件)

時 間的 余 裕 が 咽 答 数)

な い211件 自 社開 発 では 経

が か か るから39
.8%

246%

(84件)(52件)

図 一21・Bソ フ トウ ェ ア 購 入

の 理 由

(d)図 一22で は,ソ フ トウ ェ ア を 購 入 す る 際 の ネ ッ ク を 調 査 し た 結 果 を 表 わ し

て い る 。(問19よ り)

こ の 図 は,図 一18-Bに 対 応 し て,ソ フ ト ウ ェ ア 購 入va積 極 的 な ユ ー ザ ー

と 消 極 的 な ユ ー ザ ー に 別 け て 集 計 し た 。 購 入 経 験 の あ る ユ ー ザ ー で も っ と も 多

か っ た の が 「価 格 が 高 い 」 こ と で あ り,か な りユ ー ザ ー の 実 感 が 表 わ れ て お り,

全 体 で も 「価 格 が 高 い 」 と 回 答 し た の が100件 を 超 え ベ ス ト4に ラ ン ク さ れ て
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全般的 には 購 入 に 消極 的 な

ところか らの回 答が やや 多 く,

「プログ ラム の内容 ・品 質 へ

の不 安 」お よび 「社 内の 事 情

に 不適 」 とい った項 目が 多か

った。

!

(4)ソ フ トウ ェア流 通 へ の対 策

(問21よ り)

以 上 ソフ トウ ェアの外 部委 託,

パ ッケー ジの購 入,販 売な どソ

フ トウ ェアが 現 在 どの よ うな過

程を 経 て ユ ーザ ー に利 用 され て

い るか を 見て きたが,今 後 ソ フ

トウ ェアの流 通 に対 して どん な

制 度,施 策 を 希望 して い る のか

を図 一23に 示 して み た。

回 答数 は221,総 数 に して

613と い うかな り高 い 回答 率 を

示 した 。 回答 数 が 多 か った もの に,

＼ ＼＼
＼ ＼

.＼

ソフ トウェブ縞

入(評 責働 勺 消極的 合

計

(件)

:旗 人経 験 願 意
志無 不 明有 無

,

ン川 グラム汲 婿 ぽ 実 さ
れ ていない }……議

〉雑』
…

漫
..::俗漁,灘 ≧

考
ごん た プ ロ グ ラ ム1徽 ゴr:さ

れ てい るか わ か らな い
一

31

122

価 榔 ノ・高 い と尼 へ

灘 ・ ll2

分 筆岐 払 も し くは し ン わ レ

フ)式 が 発 達 し てい な い 購iii
白'・ ・∴.`'.

25

元r1蜘:あ 三いは 七 旬 度 に 不

安 が あ る 修
修 馨

.,.,鱗 馨i
ア ワ ター ・サ ー ビス が 不 足

121

57ご
権 利保護体 距 に不安 づ:ある

社 内の事徹 合わない(使

用'舗 ・機械 構成 、標 隼イヒ等)＼鎌欝萢

14

139

社 内 の コ ン ビ.一 タ部 門 の

モ ラル に 影 響:う1ある ,, 12

社 内の トップを含めた非 コンピ
ュータ部 門の理解 が得 に くい 欝 … 22

合 計(件) 2～,～ 390 658
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ソ フ トウェ ア購 入 上 の ネ ック

件 数分 布

よ りプ ログラ ム売 買 の対 象お よび 実績 の公 表 」が トップ写以下

をテ ス ト検 定す る中 立機 関 の設置 」 「ア フタ ー ・サー ビスが完 全 」 「プ ログ ラ ム

調 査 簿利 用サ ー ビスの強 化 」 「カ タ ログ に出来 るだ け価 格 表示 を 明 確 にす る 」等

が かな り多 く,こ れ らの要 求は 図 一22の 「ソフ トウ ェア購 入 上 の ネ ック 」に挙

げ られ る もの と類 似 してお り,特 に プ ログラ ムを 公 表 す る専 門刊 行 物 の 発行 ・ ソ

フ トウ ェア の品 質 の保 証 に 関す る問題 の 解決 が希 求 さ れて い る。
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「定 期 的(月 刊,季 刊)専 門刊 行物 の発 行 に

「ソフ トウ ェア
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よぴ 実 績 を公 表
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刊

に

対
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)

必要 なプ ログ ラムを捜 し,

紹介 して くれる専門機 関

(回 答数は3問 以 内選択の総計)

図 一23ソ フ トウ ェ ア流 通 の 対 策
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